
社会福祉施設における手工具を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
9～

10

園内の厨房にて、給食用のほうれん草を包丁で切っている際に、左手の親指先を

誤って切ってしまった。
41

10

～

29

2 11~12
調理室においてキャベツの千切りをしていた。 誤って包丁で左示指第2指骨と第3

指骨の間を切ってしまった。
39

30

～

49

2 11~12

調理室で冷凍里芋を包丁で切っている時、まだ里芋の解凍が少ししかされていない

状況で、切ろうとしたため、里芋が滑ってしまい、バランスが崩れ、包丁で左手薬

指腹部分を削ぎ落としてしまった。

41

30

～

49

2 8~9
野菜の納品後、検収室で白菜の芯を削ごうとした時手が滑りペティナイフで左示指

末節を切った。
44 ―

3 14~15

厨房にて、生ゴミ入れ（ポリバケツ）の中に生ゴミ処理のため手を入れ、生ゴミを

押し込んだ時、左手薬指に激痛がはしり、傷口が開き出血した。 生ゴミ入れの中

に包丁を落としていたことに気づかず、怪我をしたものである。

48

50

～

99

4
10～

11

事業所の厨房にて、給食の準備をしている時、人参を切った際に左手小指を包丁で

切ってしまう。 すぐ止血を行うが、左手小指第2関節部分を4針縫う怪我となっ

た。

35

10

～

29

4
11～

12

施設の台所で入居者の食事を調理中、大根を縦に切っていた時に誤って右手の薬指

の手のひら側を包丁で切ってしまった。（被災労働者は左きき）
62

10

～

29



6
10～

11

調理室内で昼食の調理中、包丁で右手指先を5㎜ほど切り落としてしまった。（左

利き）
51

10

～

29

6
16～

17

お客様宅にて活動中、手で玉ねぎを持って、スライサーで食材を切っていた際、右

手第三指の先端を切ってしまった。
54

100

～

299

6 8～9
特別養護老人ホームの厨房において、昼食の準備で玉葱の皮を剥いていて、包丁の

刃が滑って左手の親指と人差し指の間を切り、出血がひどかった。
20

50

～

99

7 9~10
給食調理のため、野菜を包丁で切っていたところ、勢い余って左手人差し指を負傷

した。
37

10

～

29

7 10~11
施設内食堂にて、利用者レクリエーションで使用する竹の枝を切っていたところ、

右手に持っていたのこぎりが滑り、左手親指付け根を切傷したもの。
49

30

～

49

7 11~12

下処理室で野菜の下処理中、ブロッコリーの茎を落として茹でやすくするために半

分に切り目を入れる際、まな板の上で切り目を入れていたが、最後の1個だけ左手

に持ったまま誤って深く包丁をさし込み、左手の小指を不注意で切ってしまった。

52

100

～

299

7 16~17

厨房内で夕食の用意をしていた時、お粥をブレンダーにかけ、ブレンダーのスイッ

チを切ったと思い引き上げたが、不注意によりスイッチを切っておらず、左手でブ

レンダーをさわり左手第一関節人差し指の先を切創した。

68

50

～

99

7 7～8
昼食の下準備中の際、ほうれん草を切っていたとき、包丁で左人指の側面を斜めに

切った。
40

50

～

99

9
10～

11

利用者様居室において掃除中、洗面所で果物ナイフを洗っている際、汚れがこびり

ついていたため力を入れて取ろうとした時に誤って人差し指を切ってしまったこと

による。

48
1～

9



9
14～

15

汚染区域下処理の流し台のシンクにまな板をのせて包丁でレタスを切っていた時、

まな板の設置が不安定でシンクに落ちてしまい、その際に包丁で指を深く切ってし

まった。

21

100

～

299

10
9～

10

昼食の下準備のため、調理台にて大根の切断作業を行っていた。 その際誤って右

手に持っていた包丁で自分の左手（大根を押さえていた）中指第2関節付近を2cm

程切ってしまった。

54

50

～

99

10
9～

10

給食室の作業台で、包丁とまな板を使い、ちゃんぽんラーメンの具に入れる白菜を

切っていて、誤って左手人差指を切ってしまった。
59

10

～

29

11
11～

12

施設の厨房にて食材のロースハムを包丁で切る為、ハムの入っていたビニール袋を

開けようと思い左手で袋を持って包丁で袋の左から右へ切った時に、誤って人指し

指の先を切り落としてしまった。 切った後血が止まらなかったので、当施設の看

護師に応急処置をしてもらった。 日曜日なので病院が休みである事と人員が少な

い事もあり、そのまま仕事を続けた。

46

50

～

99

12 15~16

厨房にて、夕食の調理の際、調理用使い捨てゴム（ニトリル）手袋を付け、まな板

の上で食材のピーマンを切っている時、作業を早く終わらせようと半分に切った

ピーマンを重ねて左手で押さえ、右手に包丁を持ち切っていたが、食材の水分が

残っていた為、左手が滑り包丁で左手親指第一関節部分（手の甲側）を3.0㎝弱切

り出血した。

42
1～

9

12 11~12
施設厨房内で切り込み作業中、南瓜を切っているとき、包丁で左手人差し指を切っ

てしまった。
45

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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